














要約:我々は石川県におげる人口ベースによる先天異常モニタリングを実施するため，昭

和 56 年より石川県内に所在する全婦人科医療機関や衛生行政機関の協力を得て先天異常

児発生調査を実施してきており,平成 3 年度には昭和 56 年 1 月から平成 2 年 12 月までの

満 10 年間に協力医療機関で石川県内に居住する母親から出産した 109,132 児と,同期間に

報告のあった 747 先天異常児をもとに,先の厚生省研究班が選定した 33 種のマーカー奇形

のベースラインを作成し平成4年度も調査を継続した。

平成 5年度は引き続き調査をすすめ、石川県の先天異常発生頻度の推移を展望するととも

に,母親の居住地を市部,郡部別および加賀,金沢,能登の 3地域に区分し，それぞれの地域

別に全先天異常児,先天異常の区分別ならびにマーカー奇形の発生頻度を検討した。全先

天異常児および先天異常の区分別ならびにマーカー奇形の発生頻度は各群間に著差は認め

られず,また一定の傾向を認めることもできなかった。さらに奇形の集中発生の事実もな

かった。


